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輝
く
町
老
連
大
会
を
終
え
て

部
活
動
発
表
が
華
を
添
え
た

南
風
原
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
松
堂

厚
雄

5
月
に
な
る
と
梅
雨
の
事
、
老
人

ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
は
、
各
単
位
ク
ラ
ブ

の
継
続
問
題
等
、
種
々
に
気
な
る
側
面
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
も
、

第
%
回
大
会
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
。
ま
た
、
町
内
問
単
位
ク

ラ
ブ
が
引
き
続
き
継
続
の
運
び
を
見
る
に
至
っ
た
事
は
、
こ
れ

に
優
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
本
大
会
に
は
1
4
0
0数
名
の
会
員
中
、

5
0
0名

余
の
参
加
者
が
詰
め
掛
け
会
場
は

一
段
と
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

大
会
運
営
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
総
会
の
持
ち
方
が
替
わ
っ
て

予
算
等
の
重
要
審
議
は
過
日
の
代
議
員
会
で
済
ま
せ
て
あ
る
故
、

報
告
に
留
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
本
会
の
新
年
度
予
算
額
は
3
5
0
万
円
程
度
。

町
補
助
金

（1
3
0
万
円
）
・
町
社
協
補
助
金

（却
万
円
）
－
M

南
風
原
支
店

（却
万
円
）
・
同
津
嘉
山
支
店
（
5
万
円
）
・
会
員

の
会
費
（1
2
0
万
円
）
を
基
に
事
業
遂
行
に
務
め
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
事
業
面
に
於
い
て
は
屋
内
外
で
行
わ
れ
る
行
事
は
元

よ
り
町
外
に
出
掛
け
て
行
う
視
察
・
研
修
、
単
位
ク
ラ
ブ
と
連

携
し
た
地
域
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
や
社
会
奉
仕
活
動
等
の
実
施
。

以
前
に
増
し
て
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
傾
注
し
た
い
と
思
い
ま

す
。他
方
、
部
活
動
発
表
会
は
今
年
で
第
お
回
目
を
迎
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
ご
案
内
の
通
リ
ロ
単
位
ク
ラ
ブ
の
出
演
に
加
え
、

各
字
代
表
に
よ
る
幕
開
け
古
典
音
楽
を
始
め
民
踊
サ
ー
ク
ル
の

え
出
演
な
ど
、
会
場
の
雰
囲
気
が

一
層
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

そ
こ
で
、
今
回
の
被
表
彰
者
は
表
彰
の
部
で
7
名
・
感
謝
状
の
部

で
8
名
、
計
日
名
の
方
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

手
本
と
な
っ
た
方
々
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
達
が
歩
ん
で
来
ら
れ
た

活
動
の
成
果
を
大
切
に
受
け
止
め
、
日
常
活
動
に
生
か
し
て
参
り
ま

す
。
と
と
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
お
伝
え
し
ま
す
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

末
尾
で
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
日
の
本
大
会
に
当
た
り
、
激

励
に
駆
け
付
け
て
下
さ
っ
た
赤
嶺
正
之
町
長

・
知
念
富
信
町
議
会
議

長
・
金
城
ト
シ
子
南
老
連
副
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
お
言
葉
を

賜
り
ま
し
た
。
お
三
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
数
々
の
お
言
葉
を
活
動
の

糧
と
し
て
活
か
し
て
参
り
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
臨
み
、
令
和
元
年
が
我
々
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
推
進

す
る
上
で

「生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動
」

「地
域
を
豊
か
に
す

る
社
会
活
動
」
を
軸
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

結
び
に
「
穏
や
か
な
平
成
の
世
や
去
る
に
け
り

（2
0
1
9
年
4

月
刊
日
）
・
訪
れ
た
令
和
育
む
五
月
雨

（2
0
1
9年
5
月
1
日
）」

二
句
を
添
え
て
大
会
の
ま
と
め
と
し
ま
す
。

令
和
元
年
9
月
1
日
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神山光永
（新J11) 

4‘ 

平田峯子
（副会長）

輿那嶺芳夫
（宮平）

城間 正喜
（津嘉山）

。
仲村郁夫
（宮平ハイツ）

宮城澄雄
（山J11) 

照屋／勝子
（女性部長）

神霊長善
（副会長）

新垣 、正宏
（与那覇）

金城、信吾
（宮城）

大城正治
（兼城）

宮城栄
（本部）ー

春善
）里
嶺
岬
赤 渡口政明

（兼本ハイツ）

野原贋光
（喜屋武）

与那嶺勇
（北丘ハイツ）

大城恵美子
（女性副部長）

大城貴子
（女性副部長）

新里昭則
（監事）

島袋宗一
（大名）

浜元洋子
（第二団地）

6月29日・ 30目、沖縄民踊フェスティパlレ30周
ι一一 年記念大会が沖縄市体育館に於いて開催されまし

”哩恒明句た。県外からも300人余の参加があり、2日間で

与 3,700人が出演し、受流を深めました。

南風原町老連民踊サークルも42人で参加し、

正1大里芸能クラブと一緒に「我した踊いしんかぬ
Rちゃー」を披露しました。
フィナーレでは全員で「芭蕉布」を踊り、また「だ

んじゆかりゆしjで県外の方々を見送るのは感動的

苦 で、今までにない30回大会になりました。
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回目；説望主ヨゆ
山川老人クラブのぬちぐすいぬ旅は、 1993年
より毎年6月初旬頃に県外（主に九11111、関西地方〉
へ2泊3日の研修旅行へ行っておリましたが、徐々
に参加者が減少、隔年毎に県外、県内へ。また、
県外が難しくなると離島（宮古、八重山、久米島等）
へ1泊2日へと変わり、平成 8年頃より、本島内
へと変わりました。
今年の研修旅行は 22名（男 13名、女 9名）
が参加し、有意義な旅となりました。
1日目； 10:00山川を出発→県空手会館（視察、
ビデオ鑑賞）→割烹田舎で昼食→今帰仁ウエjレネス
パークゴルフ場でプレイ→ホテjレ（ペルパライソ）ー
にて、夕食、表彰式、力ラオケ大会！その後男女 三
各部屋でコミュ二ケーションを執る。 三
2日目；朝食（バイキング）→琉球飼料視察→う 三
るマjレシェでお土産買い物→我部祖河そばで昼食 Z
→沖縄市文化センター内 （郷土博物館）視察→ヒ
ストリー ト（沖縄市戦後文化資展示館）視察→
14:40山川到着、解散 ： 
スケジュールいっぱいの二日間でしたが、仲間
みんなと話す時間もたっぷりあり、思いっきりリ
フレッシュ出来た旅となりました。 ~ 

ラ，＇＂＂＇＂＇＂＂＂＇＂＂＂＇＂ ・＇＇＇＇＇＇＂＇＇＇＇＇＇＂＇＇＇＇＇ ＇＇＇11111111111111111111111111111111111111111111111111川＂＂＇＂＇川 ’＇＇＂＇＇＇＇＇＂ ＇＇＇＇＇＂＇＇＇＇＇ ＇＂＇＇＇＂＇11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111"'

回了老達リーダー研修会に参かして
去る7月 1日（月）～ 2日（火）南風原町老人クラブリーダ一研修会が行われました。
1日目は中部地区単位クラブリーダー研修会が企画した講演（脳梗塞について）（講師：中
部徳洲会病院 曽根史郎看護師長〉を拝聴し、翌 2日目は近いようで遠い首里城、那覇空港
を社会見学してきました。

曽根看護師長からは、片方の手足のマヒ －シビレなど、 脳梗塞の予兆、早期発見方法に
ついて講義があり、何かと健康が気になる老人クラブにとって、大変参考になるものとなり

ました。
また、首里城と那覇空港では老人クラブのウォーキングさながら皆で和気あいあいと健康

について意見受換しながら楽しく見て巡ることができました。
南風原町の老人会が一堂に会して宿泊 ・支流する機会は滅多にありませんが、こうした講

演等を通じて各理事同士で意見交換して大変有意義なものになりました。
これからもこうした健康 .3主流を大切にした研修会を大切にしていきたいと思いました。
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～令租元年度主移行事予定～

令和元年度

～収入・支出予算書～

ーーの

ふ“ι・，
ヘ.~ ，

収入
（単位 ：千円）

1,200 

1 733 

142 

420 

3,497 

支出
（単位：千円）

704 

333 

1672 

590 

17 

20 

160 

3,497 

令和元年度

令和元年度

会議費

事務費

事業費

負担金 ・助成金

雑支出

財政調整基金積立金

繰出金支出

予備費

合計

会費

補助金

寄 付 金

繰越金

繰入金

雑収入

合計。

。


